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スーパーサイエンスハイスクールＳＳＨ生徒研究発表会に出場！！
生徒投票賞を受賞しました！！

よく言うことなんだけど、非常に楽観的な人が科学に向いています。色々と難しいこと
があっても簡単に滅入らない人、諦めない人、それからプライオリティがしっかりしてい
ること。これは重要です。 利根川進（分子生物学者）

参加した生徒からのメッセージ

平成30年8月8日(水曜日)、9 日(木曜日)に平成30 年度スーパーサイエンスハイスクール(SSH)生徒研究
発表会を神戸国際展示場（神戸市中央区）が開催されました。参加した生徒は、2年1組の石原妃奈さん、
2年3組の仲尾優希さん、2年4組の大濱彩香さんです。指導された先生は、球陽高校理科教諭の玉寄江
梨香先生です。スーパーサイエンスハイスクール(SSH)生徒研究発表会は、文部科学省と国立研究開発
法人科学技術振興機構(JST)が高校生等が日頃の研究成果を発表する機会を提供し、生徒の科学技術に
対する興味・関心を一層喚起するとともに、SSH の成果を広く普及することを目的とし、全国のSSH指定校
等生徒による研究発表会を平成16 年度より開催しているものです。そこで、「ベニイモの皮に含まれる紫
外線吸収物質の有効性とその活用」が、生徒投票賞（参加校生徒による相互評価）（国内10校、海外招へ

い校５校）を受賞することができました。この研究は、ベニイモに含まれている無色の紫外線吸収物質と同
じ物質を見つけるため、他の沖縄産植物の探索を行ったもで、科学上達Vol.8で日本環境化学会主催の
第２７回環境化学討論会で表彰されたものです。

2-3  仲尾 優希さん 2-1 石原 妃奈さん 2-4 大濵 彩佳さん


